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はじめに 

強磁性共鳴の Kittel 理論は実効的反磁場係数 Nxeと Nyeの導出法が未完成であったが，Kohmoto によって補

完された[1,2]．ここでは六方晶 c面についてKittel法のNx
eとNy

eによる共鳴式を異方性磁場Haを用いて表す．  

共鳴式 

Kittel法による共鳴式と z軸方向のNxeとNyeは次の 3式である[3]． 
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2
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e
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e
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2
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e
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2
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c軸を x軸に揃えた時の結晶磁気異方性エネルギーはKu2まででは次式である． 

Gk =− Ku1sin
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2
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そこで，Nxe=−2Ku1/Ms2 −4Ku2/Ms
2
, Nye=0となり，次の共鳴式が得られる． 

    (ω/)2
=H(H−2Ku1/Ms−4Ku2/Ms)                     (1) 

一般的に， Kittel共鳴式を z軸の 2つの Haで置き換えると次式となる．          

(ω/)2
=(H+Ha

zx
)(H+Ha

zy
)                    (2) 

Fig. 1 の z軸方向の異方性磁場 Haの角度変化は 

Ha=−[(2Ku1/Ms) +(4Ku2/Ms)+(6Ku3/Ms)] cos2    (3) 

である．Kittel法は等価磁場を結晶主軸方向に x軸と y軸方向にとってい 

るので，磁化を z軸からそれらの 2つの軸方向に傾斜させた時の Haをとる 

と（=π/2, 0），次式となり(1)に一致する． 

(ω/)2
=(H+ Ha

//c-plane
) (H+Ha

c-plane
)                   (4) 

Ha
//c-plane

=0 ,  Ha
c-plane

=−2Ku1/Ms−4Ku2/Ms,            (5) 

そこで，式(4)を文献に見られる式と比較検討する． 

先ず，Smit-Wijnは(4)と(5)を次式としている[4]． 

(ω/)2
=H(H−Ha

c-axis
)                         (SW18.15) 

  Ha
c-axis

=2Ku1/Ms                              (SW11.7) 

Ku1のみを扱うならHa
c-axis

=−Ha
c-planなので形式的に同じである．しかしKu2まで扱うと，Ha

c-axis(=2Ku1/Ms) 

−Ha
c-plane

(=2Ku1/Ms+4Ku2/Ms)であり，(SW18-15) は誤りである．太田も同じ式を記述している[5]．更

に，Fig. 9.3-3の x軸方向の Haの向きは誤りである．また，近角と山田は“一般に ω/=H+Haで与えら

れる”としたが[6]，式(2)でなければならない．高梨は Ha=2Ku/Msとしているが[7]，Haは見かけの磁

場なので，負の値であっても良い． Ku＜0の場合，式(2)で分かるように Haは負でなければならない． 
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Fig.1 Ha//H arrangement  

in this study.  

Fig.9.3-3 HaH arrange- 

ment by Ohta [5]. 
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